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令和３年度経営健全化審査意見書 

 

 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により審査に付

された資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類について、下記

のとおり意見を提出します。 

 

記 

 

１ 審査の対象 

資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類 

 

２ 審査の期間 

令和４年６月１日から令和４年８月１６日まで 

 

３ 審査の方法 

⑴ 資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類が、地方公共団

体の財政の健全化に関する法律及び関係法令に基づき適正に作成されている

か、などに主眼を置き、松本市監査基準に準拠して審査を実施しました。 

⑵ 市長から提出された資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した

書類について、関係書類と照合するとともに、関係部局から説明を受けまし

た。 

 



４ 審査の結果 

上記のとおり審査した限り、重要な点において、審査に付された次の資金不足

比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、関係法令に準拠して作成

され、いずれも適正に作成されているものと認められました。 

 

区     分 
令和３年度 

資金不足比率 

令和２年度 

資金不足比率 

(参考)経営健全化 

基   準 

 

地域排水施設事業特別会計 

％ 

  ― 

％ 

  ― 

％ 

20.0 

農業集落排水事業特別会計   ―   ― 20.0 

公設地方卸売市場特別会計   ―   ― 20.0 

奈川観光施設事業特別会計   ―   ― 20.0 

松本城特別会計   ―   ― 20.0 

水道事業会計   ―   ― 20.0 

下水道事業会計   ―   ― 20.0 

病院事業会計   ―   ― 20.0 

上高地観光施設事業会計  ―  ― 20.0 

※ 「―」は、資金不足額がないことを示します。 

 

５ 附帯意見 

  資金不足比率については、全ての公営企業会計において資金不足が生じておら

ず、該当なしとなっています。 

しかしながら、自然災害や新型コロナウイルス感染症の影響を受け、厳しい経

営状況の会計もあります。中核市移行に伴い、市の業務が拡大し、より専門性の

高さを求められる中で、今後も計画的に行財政運営を行い、経営健全化に努めて

ください。 


